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研究成果の概要：近年，教員養成系大学，特に実技を含むような技術系の分野に対して，卒業

生の一般的教員としての能力や資質に加え，ものづくりに関する知識や技能の質も問われるよ

うになっている。こうした能力を伸ばすために，競技会のような機会を設け競争的環境を整備

することが重要であるが，芸術体育分野とは異なり技術分野では大学レベルにおいてこうした

環境はほとんどない。本研究では技術分野における競争的環境を整備するために，先進的な試

みを続ける米国の事例や国内の中学生，社会人に対する事例を調査した。加えて，競技会で取

り上げるべき課題を検討し，実際に競技会を行った。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 1,300,000 0 1,300,000 

2007年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2008年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 660,000 4,160,000 

 
 
研究分野：技術教育，木材加工 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 
キーワード： 教員養成，木材加工技能，ものづくり，競技会，技能五輪，ロボットコンテスト，

教育フェア 
 
１．研究開始当初の背景 
 「ものづくり基盤技術振興基本法」の制定
に伴い，青少年のものづくり基盤技術に対す
る関心と理解を深めることや，創造性豊かな
人材を育成することが求められている。この
ような中，学校教育が果たす役割は重要であ
り，ものづくり学習の充実を図る必要がある。
そのため，教員に求められる資質能力として
一般的資質能力のうえに各人のものづくり
技能など得意分野づくりや個性の伸長が求
められている。しかし，学生が得意分野を主

張しようと思っても，体育・スポーツ，芸術
などにおいては，国体，インカレ，インター
ハイ，各種競技会など大学生や高校生に対す
る学習成果を競わすものが存在するが，教員
養成における技術・技能分野には存在しない。 
 
２．研究の目的 
 上記のような状況の中，学習成果の評価に
競争的環境を導入することにより，各大学が
切磋琢磨する状況が創出され技術系教員養
成の「質」の向上が保証されると考える。そ
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こで，その一つの方策として新たな技術の教
科内容技能力と教科内容指導力を全国レベ
ルで競う，学習成果競技会の確立が重要であ
る。そのことにより，より実践的指導能力を
在学中に身に付け，即戦力となる技術教員の
養成が可能であると考える。そのために，以
下の 2点について明らかにし，学習成果競技
会システムを開発することを目的とする。 
 
(1) 技術・技能教育における競技システムの

開発 
(2) 教育委員会，関連企業との連携による運

営方法の開発 
 
３．研究の方法 
(1) 技術・技能教育における競技システムの

開発 
 国内における競技会①技能五輪，②ロボコ
ン，③中学生創造ものづくり教育フェアなど
の視察見学や関係者へのインタビューを行
った。また，米国ではすでに大学間での技術
分野における学習成果競技会が長い歴史を
持っている。そこで，こうした競技会に深く
関連している人たちへのインタビュを行っ
た(④)。こうした調査研究より，技術・技能
教育における指導技術力及び技能の育成を
目的とする学習成果競技システム（運営，内
容，実施方法，評価方法）を検討した。また，
実際に課題を設定し，学生による競技会の試
行を行った(⑤)。 
 
(2) 教育委員会，関連企業との連携による運

営方法の開発 
 競技種目（内容）を工夫することと，競技
会参加者の実績の評価に関わる問題を整理
することにより，学生の職業能力を評価する
ことを目的として，養成機関と就職先である
各教育委員会，関連企業との連携したシステ
ムを開発する。一方で，日本産業技術教育学
会では近年，技術系教員養成卒業学生の技能
認定試験を制度化すべく活動を続けている。
この趣旨は本研究の目指すものと近いため，
この動きと協力連携をとるための準備を行
ってきた。学会では平成 20 年度に第１回目
の認定試験を実施した。希望する学生を募り
にこの認定試験を受験させた。同時に，試験
実施に協力した。 
 
４．研究成果 
(1) 技術・技能教育における競技システムの

開発 
①技能五輪 香川で開催された技能五輪日
本大会を視察し，関係者にインタビューを行
い運営方法や評価方法について調査した。こ
の競技会はありとあらゆる産業に関する技
能が取り上げられ，プロフェッショナル達が
非常に高いレベルでそれぞれの技能を競わ 
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図 1 技能五輪における競技の様子 
 
せていた（図 1）。競技会で優秀な成績を修め
た者が企業から得られるものは大きく，一つ
のビジネスモデルが出来上がっているとい
う。したがって，この競技会では企業間の競
争が苛烈であり，厳密な評価方法が採用され
ていることが明かとなった。 
 

 
図２ 国際ジュニアロボコンにおけるロボット製

作の様子 
 

②ロボコン 札幌で開催された国際ジュニ
アロボットコンテストを視察した。現在，ロ
ボットコンテストは様々な形式で開催され
ているが，このコンテストは 1週間の合宿形
式で，全国から集まった小中学生が中学校教
諭を中心としたボランティアの援助をうけ
ながら，硬質発泡材を主材料としたロボット
を作成する(図 2)。視察の結果，援助のレベ
ルなど，競技や運営方法に関する幾つかの問
題点が明かとなった。 
③中学生創造ものづくり教育フェア 中学
生の全国レベルの技術分野学習成果発表会
である創造ものづくり教育フェアを視察し，
教員養成の目指す姿を検討した。この教育フ
ェアは平成 21年度で 10回目を迎える。その
趣旨は，全国の中学生が競技会や作品展をと
おして技術・家庭科で学んでいる「ものづく
り」の喜び・楽しさを味わい，さらに関心・ 



 

 

 
 
 
 
 
図 3 創造アイデ

アロボットコンテ

ストの様子 
 
意欲を高めようとするものである。フェアの
競技会は技術分野で木材加工技能を競う，め
ざせ「木工の技」チャンピオン，創造アイデ
アロボットコンテスト，パソコン入力コンク
ールで構成される。家庭分野ではお弁当づく
りと被服領域の課題にチャレンジする。これ
らに加え，全国中学生の作品展やものづくり
に関連する教育的イベントが同時に開催さ
れる。こうした全国的なフェアに対して，全
国で 7つの地区に分かれた地方会が企画され
つつある。北海道地区においても，上川管内
の教育フェアが開催されるようになり，21年
度で第 5 回を迎えようとしている。こうした
競技会の運営に教員養成系の学生が関与す
ることが学生の資質能力の向上に効果を持
つと予想される。 

 

 
図 4 ASC に参加する学生たちのリハーサル 

この対面に教員，大学院生などが座り本番差なが

らの議論が行われていた。 
 

 
図 5 セントラルワシントン大におけ

るインタビュー 
 

④米国の技術教育に関するインタビュー 

 米国において既に多くの実績を持つ二つ
の学生競技大会，The Associated Schools of 
Construction (ASC)および International 
Technology Education Association (ITEA)
の競技会に関する情報収集のため，これに関
連した活動を行っているセントラルワシン
トン大を訪問し，同大の D. K. Calhoun 名誉
教授，D. Carns教授，R. H. Wieking名誉教
授，W. Cattin講師，S. Calahan 助教授らの
聞き取り調査を行った。その中でも，技術系

学生による独自の活動として The Technology 
Student Association (TSA)に関する新たな
情報が得られた。米国の技術教育において技
能の習得に加え，得られた知識や技能を問題
解決に結びつける方法論も重要視されてい
ることが明らかとなった。今後，わが国の技
術教育においても問題解決能力の育成につ
いて集中的な議論が必要であると考えられ
た。 
 
⑤技術的問題解決能力コンテストの試行 
 先に述べたように日本産業技術教育学会
が，平成 20 年度に第１回目の認定試験を実
施した。しかしながら，全国規模で行ったこ
の認定試験は技術系教員の持つべき知識の
検定に終始したものになった。本研究の成果
から，技術系教員の持つべき資質には確かな
知識・技能に加え，新たな技術の修得や知り
うる技術を利用して問題を解決してゆく柔
軟性であると考えられた。したがって，競技
会における課題はこれらを総合的に測るた
めに，以下の三つを考慮に入れた問題解決型
のものであると結論付けた。 
1. 加工に関する技術 
2. メカニズムや運動に関する技術 
3. 情報活用技術，例えばプロモーションビ

デオの作成 
 また，基本的な技術を測り，加えて設計に
関する技能を見るために，出来上がったもの
を評価するのではなく，その場で作成させる
ことが必要である。そこで，本校技術講座の
二つの教室間で試行的に設定した課題に取
り組んだ。学生に提示した課題は以下の通り
である。 
 
課題 
 

 製作した車輌にカラーボール３個
を積み込み20m離れた地点（直線移動）
に落とさずに運ぶ 
 移動のエネルギー源は 10kg のダン
ベルとする。 
 必ず試行を行い，これを元に自分た
ちのアイデアを競技の前に発表する。 

 

 学生たちのスケジュールの関係で，日程を

上手に設定することができず。当初予定して

いたように，その場で装置を作り上げて競技

を催すことができなかった。 

 
図 6 教室全体で課題を検討する様子 



 

 

  
図 7 S 教室の解決案，ダンベルを 20m 転がすこ

とによって，ボールを入れたかごを引っ張る 
 

  
図 8 W 教室の解決案，タイヤを 20ｍだけ回転さ

せる。自転車の部品を流用し重力を利用する 
 
図 7と 8に二つの教室の学生がそれぞれ選択
した解決策を示す。一つの教室では，ダンベ
ルを斜面に沿って落下させ，ちょうど 20ｍロ
ープを引っ張ることによって，ボールを乗せ
たかごを動かそうというものであった。かご
の部分の直進性等に問題があり，課題は解決
できなかった。もう一つの教室では，廃棄自
転車の部品を使用し，タイヤを 20ｍ分転がす
という解決策をとった。動力を自転車の後輪
に伝達する工夫がなされていたが，各部の精
度が悪く 10kgのダンベルでは十分な駆動ト
ルクを発揮することができず（競技後 20kg
のダンベルで試してみたところ 10mほどの走
行距離を達成することができた），課題を解
決することができなかった。学生たちのアン
ケートによると，スケジューリングの失敗に
よって，十分時間をかけることができなかっ
たことが指摘された。しかしながら，当初あ
まり乗り気ではなかったが，最終的に非常に
楽しかったという肯定的な意見が数多くあ
った。いずれにしても，競技前の状態を記録
に残し，事前の試行が確実に行われ，競技会
当日にものづくりの活動がなされるような
工夫が必要と考えられた。 
 
(2) 教育委員会，関連企業との連携による運

営方法の開発 
 前述のように日本産業技術教育学会では
技術系教員養成卒業学生の技能認定試験を
制度化すべく活動を続けている。すでに，平
成 20 年度に第１回目の認定試験が実施され
ている。共同研究者の山下はこのプロジェク
トの中心的な役割を担っている。また，芝木，
渡壁ともに北海道地区における試験実施担
当として，その任にあたっており，本研究は
発展的に受け継がれていくものと考えられ
る。 
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